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上弦の月 

西山豊 

 

 

2009 年は 46 年ぶりの皆既日食で，国民の間には

天文の関心が高まった．そのような中で，インター

ネットの質問箱には，小学生の子供をもつ母親の質

問に「月の満ち欠けと月食の違いを子供に教えるの

はどうすればよいのか」というのがあった．恥ずか

しい話だが，私はごく最近まで，月の満ち欠けは月

食と同じで，地球の影で起こるものだと思っていた． 

 月の満ち欠けほどややこしいものはない．そのた

め小学生の理科の時間で月や星の観察は苦手なひと

つだった．月の満ち欠けが月食と同じだったら，満

月や三日月はそれなりに説明できても，半月さらに

は十三夜の月の形は説明できない．こんな単純明快

な反例がありながら，それでも月の満ち欠けは月食

と同じと思い込んでいたのは，夜空を見る機会が少

ない都会生活に慣れてしまったためだろうか． 

 月食の原理で三日月を理解するとなると，満月の

円から地球の円を切り抜いたのが三日月となる．つ

まり 2種類の円弧でできることになる．国旗には太

陽や月や星がデザインされることが多い．イスラム

圏のトルコの国旗は三日月に星だが，三日月の形は

大きい円から小さい円を切り抜いた形になっていて，

まさに私が誤解していた月食の原理である． 

三日月の形を正確に描ける人は何人いるだろうか． 

月の満ち欠けは地球の影ではなく，月自身の影であ

ることを理解すると，この問題は解決する．外側は

円の一部であるが，内側は楕円の一部である．円の

一部と楕円の一部は長軸のところで重なっている．

3 次元の座標系で月の外周を表し，月を軸回転させ

て，外周を平面に投影すれば楕円になることから，

内側が楕円の一部であることが理解できる．トルコ

の国旗に描かれている三日月は天文学的には存在し

ないことになる． 

月の満ち欠けは，月が地球のまわりを約４週間で

公転していること，月はみずから光らず太陽の光を

反射していること，光のあたっている部分を地球か

ら眺めているから起こるのであり，月と太陽と地球

の位置関係から月の形が決定される．月は地球のま

わりを 27.3 日の周期で公転している．しかし，満月

から満月の間が 29.5 日であるのは，地球が太陽のま

わりを約 1か月分（30°）公転の向きに進んでいる

からだ． 

歌詞の中に｢上弦の月｣という言葉が出てくること

がある．新月から満月，満月から新月になる中間は

それぞれ半月になる．前者を上弦の月，後者を下弦

の月という．上弦や下弦は弓の弦にたとえて，弦（直

線の部分）の位置関係で区別しているようである．

ところが実際に見かける月は，どこが上弦で，どこ

が下弦なのかさっぱりわからない． 

上弦の月は夕方に南中にあって右半月であり，真

夜中に西の空に上弦の月となって沈む．下弦の月は

真夜中に東の空から‘上弦の月’として出て，明け

方に南中にあって左半月であり，昼に西の空に下弦

の月として沈む．月は同じ姿勢を保つのではなく半

日のうちに 180 度回転している．上弦の月，下弦の

月は月が西の空に沈む月没時の状態をいっているの

だ． 

確かに，月の満ち欠けはややこしいが，｢太陽が現

在どの位置にあるか｣を常に意識すれば，それほど難

しくはない．そして，その訓練ができあがると，月

の見える方角と月の形を知るだけで，そのときの時

刻と太陽の位置を推定することができる．月を天体

として学ぶのではなく，数学の問題として学ぶなら，

月の観察も楽しいものになるのではなかろうか． 

    （にしやまゆたか／大阪経済大学） 


